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カミノトピックス 

 
７月９日から１４日の期間、千歳市民ギャラリーにおいて千歳美術協会様主催の『第３５回記念千美展』が開催

されました。この催しは毎年開催されていますが、今年は３５回を記念して、会員の活性化のため、また、市民の芸

術文化の振興、交流を図るため一般公募で優秀作品を表彰することにしたところ例年の倍近い応募があったそうです。

 会場には一般公募と会員の方の絵画や彫刻、陶芸など作品計約６０点が並び、芸術には疎い私でも圧倒される素晴

らしさでした。 

事務局長の竹津 昇様（千歳市立東千歳中学校 教諭）にお話しを伺ってきました。 

Ｑ：３５回記念おめでとうございます。コンクール形式は久しぶりと伺いました。 

Ａ：３０年ほど前に、私が初めて千美展に出品した時、人生で初めて絵の賞をいただきました。 

自分の絵を認めて下さる方がいることが何よりうれしかったのです。そのお蔭で絵を描き続 

けることができました。でも、当時に比べ会員の方の数も減ってしまいました。 

少しでも美術活動が活発になり、私が励ましていただいたのと同じように初心者や若い人の 

背中を押してあげたいという思いで会員の皆さんとコンクールを復活させました。 

Ｑ：若い世代の方の応募も多かったのですか？ 

Ａ：いい絵を見せたいという思いの新人の方々がたくさん応募していただきました。２０代の応募も多く、幾人かの

高校生も出品してくださいました。これは非常にうれしかったです。 

Ｑ：市民のみなさんにメッセージをお願いします。 

Ａ：みなさんのおかげで本当に良い展示ができたと思います。今後は、４０回展までコンクールを続ける方向で協会

内では話が進んでいますが、今年応募いただいた皆さんが来年も同じかそれ以上の熱を持って出品してくださる

ことを願っています。３５回記念ということで、後援していただいた各団体さまには感謝でいっぱいです。 

  ご来場くださった方々も含め本当にありがとうございました。 

 

文化芸術は、我々市民の心に楽しさや感動などの精神的な潤いをもたらし、毎日の生活に彩りを添え、活力ある郷

土を切り開いていくエネルギーとなるものだとあらためて感じさせられた今回の取材となりました。 

（談：SINKA・国府田） 

               

 

 

千歳の文化芸術の発展を願って！ 

 

7 月の中旬頃から暑い日が続く様になりました。 

今、午後は 1～2 時間程の配送に出ているのですが使用している車にエアコンが装備されていません。 

北海道とはいえ、涼しく感じるような日でも車内は蒸し暑く、窓は全開、椰子で編んだ背当てと、座で背中とお尻の

汗を軽減、冷感シャツ、メッシュのベストスニ－カ－ソックスと暑さ対策をしながらの配送です。 

特に水分補給は欠かせません。 

最近は、常温の飲み物の補給がいいと言われていますが、やはり、冷たい方がいいのは昔からの習慣でしょう。 

でも、車内に飲み物を置いて 30 分もしない内にぬるくなるので、両方とも補給している様な状態です。 

 来年、60 歳になる体には、元気にしている様でもさすがにこたえる時があります。 

まだまだ 8 月も暑い日が続くと思いますが、お客様の「ありがとうございます」の声を聞く 

ために「こちらこそありがとうございます、またお願いします」と感謝の気持ちを込めて、 

商品を、お届けしたいと思います。  

今後とも、宜しくお願いいたします。     （談：J.R・西道口） 

 

車から降りると・・・ホッとして・・・ 

千歳美術協会事務局  

連絡先 

事務局長 竹津 昇様  
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絵画や彫刻、陶芸など約６０点が並びました                    会期中、竹津先生の公開制作も行われました 



 
 

 

   

 
 
                       
  

 

 

     

  

        

 

  

 

          

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
7 月１７・１８日に札幌パークホテルで北海道クラウンの展示会『ビジネスグローバリーフェア』が開催されまし

た。最新の OA 機器から環境対応商品など様々な商品を、各メーカーが展示していました。私たちは日々お客様より

色々な商品の問い合わせや注文を頂きますが、実際手に触れる機会は少なくそのような展示会で商品にふれるのはか

なり新鮮です。その中で今回使ってみたいな～と感じたものを２点ご紹介させて頂きます。 

まずは KINGJIM の“Toffy”。こちらは 20 歳代以上の女性をターゲットに展開するブランド雑貨でステーショナ

リーをはじめ、ヘルス＆ビューティー・インテリア雑貨など幅広い商品のラインナップがあります。日々の疲れの中

でやはりリラクゼーション商品は必須。Toffy のバイブレートローラーは定価 1890 円でとても振動が強くちょっと

疲れを感じた時使用したらリフレッシュできそう。実際使用してみたのですが想像以上の振動に 10 秒で酔ってしま

い・・・2 つのローラーだと強め 1 つのローラーなら心地よいはず。 

もう 1 点はノート等紙製品メーカーであるアピカで発売されている、作って塗って楽しめるダンボール工作キット

『ダンモデ』。子供が自慢したくなる工作ものというコンセプトで開発された工作キットで組立に必要なのは木工ボ

ンドのみで片面白のダンボールなので組立後は自由に絵の具等で色を塗って楽しめます。今回は第３弾として帆船が

新登場。早速購入しわが子と作ってみました。残念ながら絵の才能が乏しく見本とはかけ離れた出来になってしまい

ましたが楽しく作成できました。仕事とは別の商品ですが子供と一緒につくるというところに大きな意味がある商品

でした。実際自分が売る立場から使用する立場になってみると１つ１つの商品に対して今までと違う気持ちで見るこ

とができます。これからはもっとお客様の立場になって商品のご紹介などしていければと思います。     

（談：J.R・千葉） 

作ってみました！ 

２０１３年 ７月 ３１日  ＶＯＬ．９７ 

発行元：㈱カミノ 

TEL：0123-23-4255  ／  FAX：0123-24-1381

 e-mail：kamino@kamino.co.jp 

錦町「カパス店」事業統合のお知らせ 
 
  暑中お見舞い申し上げます。 
  日頃のご支援ご愛顧に深く感謝申し上げます。 
 
  このたび50数年間にわたって皆様にご利用いただ
きました錦町「カパス店」を本社に事業統合するこ
とになりました。 
  現在地の錦町「カパス店」は弊社の第一歩を歩み
だした創業の地で、平成 15 年まで店舗及び本社所在
地として活用してまいりました。同年には、IT 時代
の到来を予想カミノサポートパーク「カパス店」と
して、業態を一新しパソコンサポートサービス・カ
ラープリントサービス・IT 機器発表のショールーム
として変化してまいりました。沢山の皆様にご来場
ご利用いただきありがとうございました。 
  なお、錦町「カパス店」は、9 月 20 日午前をもっ
て終了し、新富本社に移行し、より質の高いサポー
ト及びサービスを引き続き提供させていただきます
ので、旧倍してご利用いただきますようお願い申し
上げます。 
  営業開始は 10 月 2 日（水）、営業時間を 9：00～17：
30（土日祝日休業）とさせていただきますのでよろ
しくお願いします。 
  長きにわたり錦町「カパス店」ご利用賜りました
こと哀心より御礼申し上げます。 
 
                        平成 25 年 7 月 30 日 
 

株式会社 カミノ 
代表取締役  青木  昭弘 

←“Toffy“バイブレートローラー 
色はチェリーピンク・ジュガーホワ
イト・ミントブルーの３色 

首すじにあててつかいます→ 
 

“ダイモデ”   

製 作 に ３ 時

間 か か り ま

した・・・ 

夏季休業のご案内       
 ８月１４日（水）・１５日（木）は夏季休業とさ
せていただきます。 
今一度在庫を確認いただき、ご入用な商品はお早
めにご依頼ください。 

 
７月３０日(火)千歳地方職業訓練協会様から「パソ

コン経理課」を受講している１４名の生徒に、この先

の就職ビジョンの幅を持ってもらいたく「仕事とは」

「最近の職場環境とは」「集団生活でのコミュニケー

ションとは」弊社での取組みを交えて一時間弱でした

が講話をさせていただきました。 

どう伝わるか不安な一面もありましたが、講話の終わ

り近く少し笑顔を見ることができﾁｮｯﾄ安堵しました。

私から見ても大変就職難の時、受講された皆さんもこ

の先希望を持ってあきらめることなく９月３０日ま

での研修期間、一日一日を大切に受講していただきた

いと感じました。 

最後にこんな言葉でまとめさせていただきました。 

“今生きることは明日の幸せを目指すこと。自分の運

命を変えるのは、大きな努力より小さな努力を続ける

こと” 

私にとっても貴重な時間をいただいた受講生の皆さ

んに感謝申し上げます。 

 

少しでも力になれたら 


